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要旨：脳卒中（脳血管障害）は本邦における死因の第4位、寝たきりの原因の第1位であるが、
有効な治療法に乏しい状況にある。脳卒中の約8割を占める脳梗塞では、脳血流が低下すること
によって脳組織が虚血壊死に至り、様々な細胞ストレスが惹起される。炎症もそのようなスト
レスの1つであり、脳梗塞患者の神経症状を悪化させるだけでなく、脳組織の修復過程にも密接
に関連すると考えられている。しかしながら炎症が修復に直結する分子・細胞メカニズムは未
だに不明であり、そもそも脳組織は修復が可能な臓器なのかどうかすら明らかではない。
脳梗塞後の炎症は、脳組織の浮腫を引き起こして患者の機能予後を悪化させるため、重要な
治療標的として注目されている。炎症を惹起するのは、脳内に浸潤する様々な免疫細胞である
が、免疫細胞を活性化する分子群は、大量の脳細胞死によって細胞外に放出された内在性の脳
組織因子であった。一方で脳組織を修復する因子は、どのように脳内で生成されるのであろう
か。脳に備わった自然な修復メカニズムを解明することによって、脳卒中患者の機能予後を改
善するような次世代の脳卒中医療の実現につなげたい。
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